
ＧＷも大盛況！ 季楽里あさひ
　須賀IZANAI連の皆さんもよさこい踊りで
盛り上げてくれました。
　見ていたら私も踊りたくなっちゃった！
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予
算
と
は
１
年
間
の
収
入（
歳
入
）、

支
出（
歳
出
）の
計
画
の
こ
と
で
す
。

　
予
算
を
見
れ
ば
こ
の
１
年
間
、
ど

の
ぐ
ら
い
の
収
入
が
見
込
め
て
、
何

に
い
く
ら
使
う
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　
旭
市
の
会
計
に
は
一
般
会
計
と
６

つ
の
特
別
会
計
、
１
つ
の
企
業
会
計

が
あ
り
ま
す
。

　
会
計
は
お
金
の
出
し
入
れ
を
行
う

財
布
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
計
ご
と
に
予
算
が
組
ま
れ
、
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
前
年
度
比
7
・
5
％

増
、
特
別
会
計
は
前
年
度
比
9
・

7
％
増
、
企
業
会
計
は
前
年
度
比

5
％
減
、
予
算
総
額
は
5
1
1
億
1
，

４
１
３
万
７
千
円
で
前
年
度
比
7
・

8
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
当
初
予
算

は
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一般
会計

福祉や教育、道路整備など、市の基本的
な事業を行うための会計

平成31年度予算 前年度予算
300億8,000万円 279億9,000万円

特別
会計

国民健康保険のように、保険料を徴収し
て特定の事業にあてている場合など、一
般会計と区別する必要がある事業の会計

平成31年度予算 前年度予算

193億6,000万円 176億5,200万円

内
訳

病院事業債管理 43億1,400万円 33億8,000万円

国民健康保険事業
（事業勘定） 84億9,000万円 78億7,000万円
（施設勘定） 9,100万円 8,500万円

後期高齢者医療 6億2,900万円 6億3,600万円
介護保険事業 52億600万円 50億3,500万円
下水道事業 5億5,900万円 5億6,400万円
農業集落排水事業 7,100万円 8,200万円

企業
会計

民間企業のように、利用料金などの収益
で運営している事業の会計（旭市は水道
事業の1会計）

平成31年度予算 前年度予算

16億7,413万7千円 17億6,286万8千円

　借入金である市債は、新庁舎建設や小・中学校施設改修などの事業により、平成
30年度は増額する見込み。
　市の貯金である基金は、合併による地方交付税の特例、行財政改革による経費の削
減、人件費の縮減などにより、増加しています。

100

150

200

250

300

平成26年

277億

27年 28年 29年 30年
（見込み）

市債（借金）

基金（貯金）

125億

278億 277億 273億 282億

137億
157億

177億 174億

※�市債は道路や学校など、長期間使用するものに対して整備した年の負担を小さくし、世代
間の負担の公平性も確保することができます。

一
般
会
計
は
過
去
最
大
の
予
算
に

３
０
０
億
８
千
万
円

平
成
31
年
度
予
算

貯金と借金の状況は（一般会計）

前
年
度
比 

7.5
％
増
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地方交付税の推移一般会計予算の内訳

一般会計予算の推移

27年 28年 29年 30年 31年

89億
88億
8,000万

87億
1,000万 87億

98億
5,000万

27年 28年 29年 30年 31年

273億
8,000万

282億
7,000万

286億
1,000万

279億
9,000万

300億
8,000万

子育て支援に力を入れた予算編成
　出産祝金支給事業（第２子以降からの支給）、子ども医
療費助成事業（高校３年生まで）、乳幼児紙おむつ給付事
業など、旭市独自の子育て支援事業を実施。

　歳出面においては、高齢化等の進行による社会保障関係経
費や、公共施設の老朽化等による維持・更新に係る経費が増
加傾向にあり、さらには、新庁舎建設事業をはじめ、市政発
展のために必要不可欠な大型事業の進捗により、財政需要の
増加が見込まれる。

　歳入面においては、市税をはじめとした自主財源に大幅な
伸びは期待できず、普通交付税は、合併算定替の段階的縮減
が平成31年度には70％となるなど、今後の歳入を取り巻く
環境は厳しくなることが見込まれる。

　合併算定替縮減により減少傾向でしたが、今年
度は合併特例債の借入金償還額の増額による公債
費算入分の増や、広域ごみ処理施設整備事業負担
金に対する震災復興特別分の算入額を見込み、前
年度比13.2％増。

　今年度は東総広域ごみ処理施設整備事業や干潟
公民館の移設など大型事業により前年度比7.5％
増。

使用料及び手数料…1.9%
5億7,783万円
使用料及び手数料…1.9%
5億7,783万円

諸収入…3.1%
9億2,394万円
諸収入…3.1%
9億2,394万円

地方交付税
32.8%
98億5,000万円

市税…25.1%
75億5,417万円

地方消費税交付金…4.0%
12億1,000万円
地方消費税交付金…4.0%
12億1,000万円

県支出金…6.0%
18億840万円
県支出金…6.0%
18億840万円

市債…10.0%
29億9,230万円
市債…10.0%
29億9,230万円

国庫支出金…9.9%
29億8,307万円
国庫支出金…9.9%
29億8,307万円

そのほか…7.2%
21億8,026万円
そのほか…7.2%
21億8,026万円

歳入

消防費…4.1％
12億2,145万円
消防費…4.1％
12億2,145万円

民生費
31.6％
95億1,474万円

民生費
31.6％
95億1,474万円

衛生費…18.4％
55億3,416万円
衛生費…18.4％
55億3,416万円

総務費…10.4％
31億1,614万円
総務費…10.4％
31億1,614万円

土木費…9.8％
29億4,934万円
土木費…9.8％
29億4,934万円

公債費…10.0％
30億1,622万円
公債費…10.0％
30億1,622万円

教育費…10.1％
30億3,203万円
教育費…10.1％
30億3,203万円

農林水産業費…3.1％
9億3,413万円
農林水産業費…3.1％
9億3,413万円

そのほか…2.5％
7億6,175万円
そのほか…2.5％
7億6,175万円

歳出

自治体の規模や
財政力に応じて
国から交付され
るお金です。

子育て支援や福
祉に充てられる
お金です。

市民の健康やごみ処
理などの公衆衛生に
充てられるお金です。

小・中学校の改修
などに充てられる
お金です。
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　旧飯岡中学校跡地を利用し、サッカー場を中心とした
スポーツ施設を整備。
　スポーツを通じて人々の交流を促進し、市の活性化を
図る。
　西側にはサッカー場、フットサルコート、管理棟など
を計画、東側は利用者の駐車場を計画。
　今年度はスポーツ施設基本設計業務委託の予算を計
上。建築基本設計、測量業務、用地測量などを予定。

　人口減少と少子高齢化に歯止めをかけるため、旭中央
病院から連携拠点である季楽里あさひを構想エリアと
し、元気な高齢者を中心とする都市住民の誘致と、雇用
創出による若年世代の流出抑制、流入促進を実現し、市
全体の活性化を図る。
　事業者はイオンタウン（株）が代表のグループに決定。
　今年度は都市住民を対象としたマーケティング・ニー
ズ調査及び都内でのワークショップ・セミナーの実施な
どの予算を計上。

イオンタウンが代表のグループが提案する「みらいあさひ」

〈交付金額〉
（基礎額）30万円
（上乗せ）夫婦どちらかが39歳以下…20万円
　　　　中学生以下の子どもがいる…10万円／人
　　　　新築住宅…20万円
　　　　市内業者で新築住宅を建設…10万円

　干潟公民館の老朽化に伴い、干潟公民館の機能を干潟
支所へ移転。
　干潟支所を社会教育施設として、機能移転するための
必要な改修と、長寿命化に向けた大規模改修を実施。　
　既存の干潟公民館については、今年度に解体設計業務、
来年度に解体工事。解体後は駐車場として整備予定。

　市の人口増加と定住化を図るため、移住を目的に新た
に旭市へ転入し、新築住宅の建設・購入または中古住宅
の購入をした人に、移住費用の一部として奨励金を交付。
今年度は限度額を150万円に拡充。

3,743万円
サッカー場整備 新規

910万円
生涯活躍のまち構想 新規

5億1,797万円
干潟公民館移転 新規

3,280万円
定住促進奨励金交付 拡充

解体予定の現干潟公民館

　九十九里浜に面し温暖な気候に恵まれた暮らしやすいまち

多世代交流ラウンジ（旭市施設）
（行政、コミュニティゾーン）

みらい広場
※イベント開催時のイメージ

介護施設
有料老人ホーム

（旭市施設）
高齢者支援センター

健康増進施設
クリニックモール
Wellness Saloon

居住施設
移住者向け住宅
子育て支援住宅

生活利便施設
スーパーマーケット
ドラッグストア
衣料品、靴

フードホール

各種サービス

さんさん広場
レストラン
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　公立保育所において、英語講師により遊びを通じた英
語教育を行い、児童の英語への興味や関心を高め、親子
のコミュニケ―ションの一環となることを目的に実施。
　公立保育所　12カ所。
　各保育所　月1回、1時間程度実施予定。
　教材用のCDや絵本なども使用。

　今年度は設計等委託料の年割額分や上水道工事、市民
会議開催事務費等の予算を計上。
　追加議案で出された工事請負契約の締結が可決され、
建設建築工事を奥村・阿部特定建設工事共同企業体と
35億9,640万円で、電気設備工事を橋本・鈴木特定建
設工事共同企業体と５億5,242万円で、機械設備工事を
三建・芝特定建設工事共同企業体と７億3,457万2,800
円で契約。

※デマンド交通とは
　�利用者が電話などで乗車を予約し、乗り場や行き先を希望
できる。

　東日本大震災の記録を伝える防災資料館をリニューア
ル。
　館内のレイアウトを全面的に見直し、展示する写真や
資料パネル、上映する動画を作り直す。
　関心を高めてもらうことで、震災の記憶の風化を防ぎ、
次代に継承する取り組み。
　市内小学校による防災教育の充実も図る。

　市内各地に点在する交通空白地域を解消することで、
バス停まで移動が困難な方の移動手段の確保や、市民の
積極的な社会参加及び公共交通の充実を図る。

電話予約

送迎

平
成31年度予算
注目事業

92万円
公立保育所英語教育 新規

812万円
防災資料館リニューアル 新規

665万円
デマンド交通運行 新規

4,605万円
新庁舎建設

PICK
UP!

平成26年７月に開館した旭市防災資料館

舌を使ってネイティブな発音を練習する飯岡保育所児童

令和３年春開庁予定の新庁舎イメージ図
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答
親
元
に
就
農
す
る
だ
け
で
は
対

象
に
な
ら
ず
、
違
う
作
物
で
新

た
な
経
営
戦
略
を
立
て
、
独
立
・
自

営
就
農
す
る
こ
と
が
必
要
。

問
企
業
誘
致
促
進
事
業
に
つ
い
て
、

本
市
の
工
業
団
地
に
は
空
き
が

な
い
が
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
企
業

誘
致
を
す
る
の
か
。（

木
内
欽
市
議
員
）

答
県
で
空
き
公
共
施
設
に
企
業
誘

致
し
よ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
そ
こ
に
参
加
し
て
、
県
内
の

企
業
の
方
と
話
し
た
り
、
情
報
を
得

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
本
市
の
空
い

て
い
る
公
共
施
設
は
、
広
域
農
道
沿

い
の
元
農
産
物
直
売
所
だ
っ
た
場
所

当
初
予
算

（
平
成
31
年
度
）

▼
議
案
第
１
号

平
成
31
年
度
旭
市
一
般
会
計
予
算
の

議
決
に
つ
い
て

問
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
個
人
の
場
合
、
年
間
１

５
０
万
円
、
夫
婦
の
場
合
、
年
間
２

２
５
万
円
補
助
金
が
出
る
が
、
親
元

に
就
農
し
て
も
対
象
に
な
る
の
か
。

（
木
内
欽
市
議
員
）

　
主
な
議
案
の
内
容
と
質
疑

の
一
か
所
。

問
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
作
成

業
務
委
託
料
の
具
体
的
な
内
容

は
。

（

桐
文
夫
議
員
）

答
あ
さ
ピ
ー
の
缶
バ
ッ
チ
や
ぬ
い

ぐ
る
み
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な

ど
の
グ
ッ
ズ
作
成
。
ま
た
、
現
在
２

体
あ
る
着
ぐ
る
み
を
、
も
う
１
体
追

加
で
制
作
す
る
。

問
自
主
防
災
組
織
補
助
金
に
つ
い

て
、
既
存
の
団
体
は
５
団
体
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
か
ら
そ
う
い
っ

た
組
織
を
作
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に

作
れ
ば
い
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（

桐
文
夫
議
員
）

利用者募集中の元農産物直売所

第
１
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
平
成
31
年
度
各
会
計
予
算
、
平
成
30
年
度
各
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
な
ど

27
議
案
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
６
日
・
７
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
市
長
か
ら
追
加
議
案
と
し
て
、
工
事
請
負
契
約
に
関
す
る
議
案
が
４
議
案
提
出
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年　
第
１
回
定
例
会

合
併
に
よ
る
国
の
財
政
支
援
の
終
期
を
見
据
え
て

総
合
戦
略
な
ど
に
掲
げ
る
諸
施
策
を
着
実
に
推
進

本
市
の
一
体
性
の
確
立
と
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
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タ
ジ
ー
の
頃
に
合
わ
せ
、
灯
台
及
び

周
辺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
計
画
し
て

い
る
。
効
果
を
数
字
的
に
出
す
の
は

難
し
い
が
、
な
る
べ
く
多
く
の
若
い

方
々
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
公
立
保
育
所
の
英
語
教
育
事
業

に
つ
い
て
、
市
の
単
独
事
業
と

の
こ
と
だ
が
、
２
０
２
０
年
に
は
小

学
校
３
年
生
か
ら
英
語
授
業
が
始
ま

る
よ
う
に
な
る
が
、
保
育
所
で
英
語

教
育
を
し
て
も
、
１
、
２
年
生
で
途

切
れ
て
し
ま
っ
て
は
効
果
が
薄
い
の

で
は
な
い
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
民
間
で
は
英
語
教
育
を
取
り
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
国

の
保
育
指
針
で
は
、
３
歳
以
上
の
保

育
内
容
に
つ
い
て
、
整
合
性
を
図
る

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回

導
入
に
至
っ
た
。

答
自
主
防
災
組
織
は
、
市
内
の
区
、

自
治
会
、
日
常
の
生
活
圏
を
単

位
と
し
て
組
織
さ
れ
た
団
体
の
う
ち
、

自
主
的
に
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
あ
る
た
め
、
特
に
規
約
の
よ

う
な
も
の
は
必
要
な
く
、
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
、
総
務
課
の
ほ
う
で
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
保
育
士
処
遇
改
善
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
民
間
の
保
育
所
で

働
く
保
育
士
の
賃
金
を
、
月
２
万
円

上
乗
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ

の
事
業
規
模
は
も
っ
と
拡
大
し
て
も

い
い
と
思
う
が
、
本
市
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
（
林
晴
道
議
員
）

答
保
育
士
の
確
保
・
定
着
対
策
を

促
進
し
、
保
育
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
に
開
始
し
た
も
の
で
あ
り
、

31
年
度
は
対
象
人
数
を
１
５
５
人
と

見
込
ん
だ
。
対
象
人
数
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
保

育
士
の
確
保
が
し
や
す
く
な
っ
て
い

る
状
況
だ
と
考
え
、
今
後
も
継
続
し

て
い
く
。

問
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
規
模
や
事
業
費
、
収

支
の
見
込
み
な
ど
は
、
基
本
設
計
前

だ
か
ら
回
答
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
大
ま
か
な
事
業
計
画
が
わ
か
ら

な
け
れ
ば
、
審
議
す
る
の
が
難
し
い

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

（
林
晴
道
議
員
）

　
就
学
未
満
児
で
あ
る
た
め
、
学
校

で
教
わ
る
よ
う
な
英
語
で
は
な
く
、

遊
び
や
体
験
を
通
し
て
、
興
味
や
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。問

防
災
資
料
館
改
装
事
業
に
つ
い

て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時

も
、
多
く
の
震
災
記
念
館
が
建
っ
た

が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
施
設
が
、
観
光
客
に
対

し
て
、
危
険
な
津
波
の
発
生
す
る
市

と
し
て
、
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
つ

け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
え
る
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
事
実
は
事
実
と
し
て
捉
え
て
、

未
来
へ
継
承
す
べ
き
で
あ
り
、

二
度
と
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
防
災
教
育
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
道
路
排
水
路
等
清
掃
委
託
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
伺
う
。

（
髙
木
寛
議
員
）

答
道
路
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

市
内
の
幹
線
道
路
な
ど
の
除
草

業
務
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
春
か
ら

秋
に
か
け
て
繁
茂
す
る
除
草
に
つ
い

て
対
応
す
る
。

問
学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
事
業
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
髙
木
寛
議
員
）

答
市
内
の
小
・
中
学
校
が
主
体
性

を
発
揮
し
、
創
意
工
夫
を
生
か

し
て
教
育
の
活
性
化
を
図
り
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
事
業
。
地
び
き
網
体
験
、
著
名
人

に
よ
る
講
演
会
や
音
楽
鑑
賞
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
事
業
を
実
施
。

▼
議
案
第
２
号

平
成
31
年
度
旭
市
病
院
事
業
債
管
理

特
別
会
計
予
算
の
議
決
に
つ
い
て

問
病
院
事
業
債
23
億
３
，７
０
０

万
円
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
看
護

師
宿
舎
整
備
な
ど
の
た
め
借
り
入
れ

る
も
の
で
、
当
初
議
会
へ
の
説
明
で

は
18
億
円
程
度
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

直
前
に
な
り
、
積
算
ミ
ス
で
22
億
５
，

０
０
０
万
円
に
な
る
と
報
告
が
あ
っ

た
。
25
％
も
違
う
数
字
で
、
市
民
感

情
と
し
て
は
到
底
理
解
で
き
な
い
も

答
飯
岡
地
区
の
に
ぎ
わ
い
復
活
の

た
め
、
集
客
で
き
る
よ
う
な
施

設
が
必
要
だ
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

旧
飯
岡
中
学
校
跡
地
検
討
委
員
会
で

サ
ッ
カ
ー
場
が
望
ま
し
い
と
報
告
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
早
速
に
で
も
設

計
を
委
託
し
て
、
あ
る
程
度
の
レ
イ

ア
ウ
ト
が
で
き
た
ら
議
会
に
説
明
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事

業
委
託
料
に
つ
い
て
、
飯
岡
灯

台
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
れ
に
よ
る
観
光
の
入
込
客

な
ど
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
昨
年
６
月
に
「
恋
す
る
灯
台
」

に
認
定
さ
れ
た
飯
岡
灯
台
を
、

観
光
資
源
と
し
て
更
に
活
用
す
る
た

め
、
年
末
の
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン サッカー場建設予定地

「恋する灯台」認定の飯岡灯台

防災資料館にある「刻忘れじの時計」
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の
と
感
じ
る
が
、
理
解
で
き
る
説
明

を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
林
晴
道
議
員
）

答
最
初
に
積
算
し
た
時
は
、
容
積

率
を
出
す
た
め
の
計
算
式
で
出

し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
廊
下
や
共
用

面
積
分
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
金
額
が

低
く
な
っ
て
い
た
。
昨
年
、
中
央
病

院
の
職
員
が
お
詫
び
申
し
上
げ
た
と

お
り
、
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

▼
議
案
第
８
号

平
成
31
年
度
旭
市
水
道
事
業
会
計
予

算
の
議
決
に
つ
い
て

問
昨
年
、
水
道
料
金
が
改
正
さ
れ

て
安
く
な
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ

他
の
市
町
村
と
比
較
す
る
と
、
県
内

で
も
高
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
現
在
進
め
て
い
る
長
期
計
画
に

基
づ
き
、
３
年
後
に
改
め
て
検

討
し
て
い
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正 

▼
議
案
第
12
号

旭
市
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

問
森
林
環
境
譲
与
税
が
市
へ
譲
与

さ
れ
、
使
途
が
森
林
環
境
整
備

に
資
す
る
事
業
と
、
定
め
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市
に
は
森
林

そ
の
も
の
は
な
い
と
思
う
が
、
何
に

使
用
す
る
の
か
。

（
伊
藤
保
議
員
）

答
海
岸
の
植
林
な
ど
の
従
前
の
事

業
は
、
財
源
充
当
の
対
象
に
な

ら
ず
、
ま
だ
明
確
に
こ
う
い
っ
た
方

向
と
い
う
の
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今

後
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、
有
意

義
に
活
用
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

▼
議
案
第
23
号

旭
市
社
会
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
昭
和
54
年
３
月
に
設
置
さ
れ
た
飯

岡
児
童
体
育
館
は
、
老
朽
化
の
た
め
、

利
用
期
間
を
平
成
30
年
度
ま
で
と
し
、

31
年
度
以
降
に
取
り
壊
す
予
定
。

取り壊し予定の飯岡児童体育館

髙木寛議員
　新庁舎建設事業は、建設資材が高騰しているこの時期
の建設ではなく、先延ばしをすべきであり、建物もコン
パクト化すべきです。また旭中央病院アクセス道、三川
蛇園線、南堀之内バイパスなどは、不要不急の事業なの
で、予算計上は反対です。財政調整基金を取り崩して、
学校給食費の完全無料化や学校体育館へのエアコン設
置、国保税軽減、水道料金引き下げなど、住民の生活と
健康を守るための予算編成であるべきです。

髙橋利彦議員
　計画性のないサッカー場建設や全く費用対効果を考え
ない新庁舎の太陽光発電など、このような無駄なお金を
使うなら、今の旭市を築き上げた高齢者の方々が喜んで
もらえる施策を充実させるべきです。また、交付税は市
が自由に使える真水分は減っており、基金は借金である
臨時財政対策債の残額より少ない状況です。このような
予算編成では、自主財源の確保が難しく、交付税に頼っ
ている本市では、市民が要望する行政サービスができな
くなってしまいます。

米本弥一郎議員
　定住促進のための奨励金交付事業や住宅リフォーム補
助は、定住・移住を考える若い世代にとって魅力的な制
度であり、出産祝金支給事業、子ども医療費助成など、
子育て世代にとって安心して子育てができる施策もあり
ます。さらに、各種住民健診や感染症予防への助成、コ
ミュニティバスのルート再編やデマンド交通の導入な
ど、市民の利便性向上を図るなど、各世代が生き生きと
暮らせるための事業が盛り込まれています。

伊藤保議員
　全国トップレベルを誇る農業産地としての特性を生か
した施策により、さらなる産業振興の強化拡大が期待で
き、また、公立保育所における３歳児以上の給食の主食
部分の提供や、英語教育の導入などは、若い世代が安心
して子育てできるものです。さらに、市民の安心・安全
を図る面では、基幹道路から生活道路まで、きめ細やか
な配慮がされており、市民の生活を第一に、各世代が安
心して暮らせるまちづくりが期待できます。

討 論 平成31年度一般会計予算について

賛成

私はこう考える！

反対
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同
額
落
札
は
確
率
的
に

あ
り
え
な
い

問
市
道
58
号
、
59
号
道
路
改
良
工

事
に
つ
い
て
、
最
低
制
限
価
格

と
同
額
で
落
札
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

確
率
的
に
偶
然
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え

ま
せ
ん
。
１
件
で
も
こ
の
よ
う
な
事
が

起
こ
れ
ば
、
自
治
体
は
大
慌
て
に
な
る

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
平
成
30
年
度
本
市
の
工
事
入
札

に
お
い
て
、
最
低
制
限
価
格
と

同
額
で
落
札
さ
れ
た
案
件
は
、
10
月
現

在
で
18
件
あ
っ
た
。
昨
今
、
国
や
県
で

積
算
基
準
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
積
算

の
精
度
も
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
落
札
価

格
が
最
低
制
限
価
格
付
近
に
集
中
す
る

傾
向
が
あ
る
。
同
時
に
、
最
低
制
限
価

格
を
下
回
っ
て
、
失
格
と
な
っ
て
い
る

業
者
も
数
多
く
あ
る
状
況
。

日
の
出
山
公
園
に
ト
イ
レ
設
置
を

問
日
の
出
山
公
園
に
常
設
の
ト
イ

レ
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
理

由
を
伺
う
。

答
こ
の
公
園
は
文
化
の
杜
公
園
の

一
部
を
廃
止
し
て
、
そ
の
代
替

と
な
る
都
市
公
園
と
し
て
、
加
わ
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
矢
指
地
区
の

津
波
避
難
施
設
と
し
て
整
備
を
し
た
た

め
、
ト
イ
レ
を
設
置
し
な
か
っ
た
。

問
平
常
は
都
市
公
園
、
災
害
時
は

避
難
場
所
と
し
て
、
兼
用
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
大
事
な
２

つ
の
機
能
を
備
え
た
公
園
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
絶
対
ト
イ
レ
は
要
る
の
で
は
。

答
公
園
を
利
用
す
る
方
や
地
元
の

方
か
ら
「
ト
イ
レ
は
必
要
だ
」

と
い
う
声
も
あ
っ
た
た
め
、
今
回
の
予

算
に
計
上
し
、
31
年
度
建
設
す
る
予
定
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
生
涯
活
躍
の
ま
ち
あ
さ
ひ
事
業
に
つ

い
て

◦
児
童
虐
待
等
の
相
談
に
つ
い
て

市政に関する一般質問は３月６日、７日の２日間行われ、７名の議員が登壇しました。
主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

第１回定例会 一般質問
市政を問う！

有田 惠子
議員

トイレ設置予定の日の出山公園
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水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

問
本
市
の
水
道
料
金
は
、
基
本
料

金
で
20
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
4
，

5
3
6
円
で
あ
り
、
使
用
量
の
少
な
い

高
齢
者
世
帯
や
単
身
世
帯
で
も
、
こ
の

料
金
が
か
か
り
ま
す
。
近
隣
市
と
比
べ

る
と
高
す
ぎ
る
た
め
、
水
道
料
金
全
体

の
引
き
下
げ
と
と
も
に
、
基
本
料
金
の

引
き
下
げ
、
基
本
水
量
の
見
直
し
を
要

求
す
る
。

答
昨
年
10
月
に
料
金
の
引
き
下
げ

を
行
い
、
今
後
の
料
金
改
定
に

つ
い
て
は
、
事
業
経
営
状
況
を
判
断
す

る
中
、
３
年
後
に
改
め
て
検
討
す
る
。

基
本
料
金
、
基
本
水
量
に
つ
い
て
も
、

そ
の
際
に
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

学
校
給
食
費
の
完
全
無
料
化
を

問
近
隣
自
治
体
で
は
、
小
・
中
学

校
の
給
食
費
無
料
化
が
増
え
て

い
る
。
無
料
化
に
す
る
た
め
に
は
、
財

政
へ
の
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と

の
回
答
が
あ
っ
た
が
、
完
全
無
料
化
へ

の
英
断
を
求
め
る
。

答
本
市
に
お
い
て
は
、
第
３
子
以

降
の
給
食
費
無
料
化
を
実
施
し

て
い
る
が
、
完
全
無
料
化
を
考
え
る
と

平
成
31
年
度
見
込
み
の
生
徒
・
児
童
数

４
，８
０
4
人
分
で
、
年
間
お
よ
そ
２

億
３
千
万
円
を
超
え
る
額
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
財
政
へ
の
大
き
な
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
本
市
の
給
食
費
は
、
近
隣

と
比
較
し
て
も
低
額
な
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
現
状
の
内
容
で
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

問
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
、

ぜ
ひ
完
全
無
料
化
と
い
う
方
向

を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
本
市
は
他
に
も
様
々
な
手
厚
い

子
育
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

補
助
制
度
は
一
度
始
め
た
ら
、
な
か
な

か
や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
中
で
、
慎
重

に
財
政
や
近
隣
市
町
村
と
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
精
査
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
学
校
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

◦
介
護
保
険
に
つ
い
て

生
涯
活
躍
の
ま
ち
農
振
除
外
は

問
事
業
主
体
の
公
募
に
つ
い
て
、

最
終
的
に
は
２
者
か
ら
の
応
募

が
あ
り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
結
果
、

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
が
代
表
の
グ
ル
ー
プ
に

決
定
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
こ
の

計
画
地
は
、
農
振
法
と
の
関
係
で
法
的

な
要
件
が
あ
る
が
、
許
可
の
時
期
と
流

れ
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
今
は
最
優
秀
事
業
提
案
者
と
い

う
位
置
づ
け
な
の
で
、
最
終
的

に
市
と
協
定
の
締
結
を
し
た
ら
、
事
業

計
画
に
基
づ
い
て
農
振
除
外
の
申
請
が

さ
れ
る
。
８
月
を
目
途
に
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
。

な
ぜ
サ
ッ
カ
ー
場
を
つ
く
る
の
か

問
市
外
か
ら
の
利
用
者
を
ど
の
よ

う
に
見
込
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、

海
岸
部
は
維
持
管
理
費
が
多
く
か
か
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。答

市
外
か
ら
は
高
校
生
や
大
学
生

の
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
利
用
が

見
込
め
る
と
考
え
て
い
る
。
維
持
管
理

費
は
サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
方
法
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
基
本
設
計
業

務
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
公
共
施
設
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、

遊
休
用
地
の
処
分
や
施
設
の
解

体
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う
な

施
設
を
つ
く
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
ま

で
の
答
弁
を
聞
い
て
い
て
も
、
何
の
計

画
も
目
標
も
な
い
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
早

急
に
つ
く
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
の

か
。答

最
大
の
目
的
は
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
と
い
う
こ
と
で
、

イ
ン
フ
ラ
の
面
で
は
か
な
り
復
興
が
進

ん
で
い
る
と
思
う
が
、
一
番
大
事
な
心

の
復
興
の
部
分
で
、
飯
岡
海
岸
に
、
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
、
人
が
集
ま
れ
る
場
所
と
し
て
、

サ
ッ
カ
ー
場
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
国
保
旭
中
央
病
院
に
つ
い
て

◦
旭
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

髙橋 利彦
議員

生涯活躍のまち計画地

髙木 寛
議員
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今
後
の
空
き
家
対
策
は

問
２
０
３
３
年
に
は
４
軒
に
１
軒

が
空
き
家
に
な
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、
現
在
把
握
し
て
い
る
空
き

家
件
数
は
何
件
で
、
今
後
ど
う
い
う
取

り
組
み
を
す
る
の
か
伺
う
。

答
現
在
、
詳
細
な
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
ま
だ
調
査
過
程
で
は

あ
る
が
、
概
ね
１
，０
０
０
件
弱
の
空

き
家
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
調
査

に
よ
り
空
き
家
の
状
況
を
把
握
し
て
か

ら
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
対
策
を

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
予
定
。

問
空※

き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し

て
い
る
先
進
地
も
あ
る
が
、
こ

の
利
活
用
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答
調
査
の
中
で
、
ど
の
く
ら
い
の

空
き
家
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
な

ど
で
活
用
で
き
る
の
か
、
と
い
う
実
態

が
わ
か
る
と
思
う
た
め
、
今
後
、
実
際

に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
事
例
な
ど
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

県
立
東
部
図
書
館
の
現
況
は

問
こ
の
図
書
館
に
は
専
門
書
が
多

く
あ
り
、
非
常
に
便
利
で
、
市

民
に
と
っ
て
は
知
性
を
高
め
る
た
め
、

身
近
に
あ
る
施
設
だ
と
思
う
が
、
こ
の

施
設
の
建
て
ら
れ
た
経
緯
と
概
要
、
利

用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
県
立
東
部
図
書
館
は
、
地
域
に

お
け
る
生
涯
学
習
の
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
、
平
成
10
年
11
月
１
日

に
開
館
し
た
。
収
蔵
能
力
は
約
50
万
冊

で
、
開
架
冊
数
が
約
10
万
冊
、
閉
架
冊

数
が
約
40
万
冊
。

　
平
成
29
年
度
の
利
用
実
績
で
、
入
館

者
数
15
万
３
，９
８
５
人
、
個
人
貸
出

冊
数
３
万
８
，０
９
９
冊
、
貸
し
出
し

を
受
け
る
た
め
の
登
録
人
数
は
９
，３

０
５
人
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
虐
待
に
つ
い
て

県立東部図書館

伊藤 保
議員

※
空
き
家
バ
ン
ク

　

�

空
き
家
の
所
有
者
と
利
用
希
望
者
を
結
び

つ
け
る
仕
組
み

林 晴道
議員

通
学
路
の
冠
水
対
策
は
最
優
先
で

問
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
で
、
道

路
冠
水
の
被
害
が
悪
化
し
て
い

る
が
、
短
時
間
に
大
量
の
雨
が
降
り
冠

水
し
た
道
路
は
、
風
雨
に
よ
る
視
界
不

良
と
と
も
に
、
非
常
に
危
険
と
な
る
た

め
、
学
校
周
辺
の
通
学
路
に
対
し
て
は
、

冠
水
対
策
工
事
の
中
で
も
最
優
先
で
対

応
を
求
め
る
。

答
通
学
路
の
排
水
整
備
の
優
先
順

位
は
非
常
に
高
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
地
形
的
な
問
題
な
ど
十
分
調

査
し
て
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
整
備
を

進
め
て
い
く
。

飯
岡
停
車
場
線
冠
水
の

抜
本
的
な
解
決
を 

問
議
会
も
そ
う
だ
が
、
本
市
は
他

者
に
責
任
転
換
を
せ
ず
、
自
ら

行
う
べ
き
こ
と
が
あ
り
、
何
十
年
も
被

害
に
苦
し
ま
れ
て
い
る
地
元
住
民
の
た

め
、
抜
本
的
な
解
決
策
を
市
長
は
描
け

て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
安
心
・
安
全

を
提
唱
し
な
が
ら
、
当
地
域
を
見
捨
て

る
の
か
、
見
解
を
求
め
る
。

答
長
年
に
わ
た
っ
て
地
元
住
民
に

大
変
な
迷
惑
を
か
け
て
お
り
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
、

常
々
思
っ
て
い
る
。

問
こ
の
路
線
に
あ
る
民
間
企
業
が
、

海
ま
で
排
水
管
を
自
社
所
有
し

て
お
り
、
合
併
以
前
に
は
旧
海
上
町
で

そ
の
排
水
管
の
共
同
利
用
を
依
頼
し
た

が
、
断
ら
れ
続
け
た
よ
う
で
す
。
こ
の

企
業
が
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
今
一

度
、
そ
の
排
水
管
の
活
用
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

答
排
水
管
を
埋
設
し
た
の
が
、
昭

和
48
年
頃
と
聞
い
て
い
る
た
め
、

老
朽
化
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
い
ろ
い

ろ
調
査
研
究
を
し
て
、
解
決
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
公
共
事
業
の
入
札
問
題
に
つ
い
て

◦
基
金
の
運
用
に
つ
い
て

集中豪雨により冠水した飯岡停車場線交差点
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通
学
路
に
な
る
道
路
に
は

十
分
な
安
全
対
策
を

問
合
併
前
か
ら
の
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
、
海
上
支
所
か
ら
広
域

農
道
ま
で
の
約
1
・
6
キ
ロ
の
整
備
に

つ
い
て
、
今
回
予
算
が
計
上
さ
れ
、
整

備
後
は
海
上
中
学
校
へ
の
通
学
路
に
な

る
と
思
う
が
、
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
幹
線
道
路
や
通
学
児
童
の
多
い

道
路
に
つ
い
て
は
、
歩
道
の
整

備
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
本
地

区
に
お
い
て
は
、
十
分
用
地
も
あ
る
た

め
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
が
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
、
併
せ
て
検

討
し
た
い
と
思
う
。

問
歩
道
の
幅
は
２
メ
ー
ト
ル
50
セ

ン
チ
と
広
く
確
保
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
自
転
車
も
一
緒
に
通
行
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
車
道
の
左
側
に
色
を
塗
り
、
自

転
車
専
用
と
い
う
形
で
路
面
標

示
す
る
、
自
転
車
走
行
指
導
帯
と
い
う

も
の
を
作
っ
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

新
庁
舎
に
高
額
な
太
陽
光
発
電

を
設
置
す
る
理
由
は

問
新
庁
舎
に
設
置
す
る
太
陽
光
発

電
設
備
に
つ
い
て
、
売
電
し
た

場
合
に
、
１
年
間
で
20
万
円
、
20
年
間

で
４
０
０
万
円
に
し
か
な
ら
な
い
の
に
、

な
ぜ
１
，９
０
０
万
円
も
投
じ
て
設
置

す
る
の
か
。

答
災
害
時
な
ど
緊
急
の
場
合
、
自

分
の
自
家
発
電
電
力
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
ま

た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
公
共
施

設
と
し
て
準
備
す
る
の
は
当
然
だ
と
い

う
国
の
指
導
も
あ
り
、
費
用
対
効
果
の

面
で
は
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
最

小
限
の
20
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ

と
に
し
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

◦
生
涯
活
躍
の
ま
ち
に
つ
い
て

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
の
給
食
は

問
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
給
食
で
は
な
く
お
弁

当
を
持
参
す
る
子
ど
も
た
ち
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど

も
は
何
人
ぐ
ら
い
い
て
、
ま
た
そ
の
対

応
は
。　
　

答
保
護
者
の
申
告
に
よ
る
と
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
・

生
徒
の
人
数
は
1
7
1
名
。
対
応
と
し

て
、
献
立
表
と
は
別
に
献
立
食
品
調
査

表
及
び
学
校
別
日
別
個
人
別
ア
レ
ル

ギ
ー
一
覧
表
を
配
布
し
て
い
る
。

問
皆
と
同
じ
よ
う
に
給
食
を
食
べ

た
い
と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
、
食
べ
ら
れ
る
給
食
を
つ
く
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
ア
レ
ル
ギ
ー
原
因
の
食
物
が
多

様
化
し
て
き
て
お
り
、
現
状
で

は
個
別
の
除
去
食
、
代
替
食
な
ど
の
対

応
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
調

査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

問
小
・
中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ

ン
が
あ
れ
ば
、
災
害
時
に
夏
で

も
冬
で
も
安
心
し
て
避
難
で
き
る
と
思

う
が
、
設
置
で
き
な
い
か
。

答
防
災
計
画
で
の
避
難
場
所
の
指

定
は
、
各
学
校
の
体
育
館
を
指

定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
各
小
・
中
学

校
と
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
は
一
時
的

に
体
育
館
へ
の
避
難
に
な
る
と
思
う
が
、

暑
さ
、
寒
さ
の
厳
し
い
時
期
に
は
、
エ

ア
コ
ン
の
設
置
さ
れ
て
い
る
教
室
の
利

用
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
在
の
と
こ

ろ
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

つ
い
て

伊藤 房代
議員

2,200食を作っている第二給食センター

木内 欽市
議員

広域農道との交差点付近
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議
案
第
１
号

平
成
31
年
度
旭
市
一
般
会
計
予
算
の
議
決
に
つ
い
て
の
う

ち
、
本
委
員
会
所
管
事
項
に
つ
い
て

問
農
村
公
園
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、
農
村
公
園
は

市
内
に
何
か
所
あ
る
か
。

答
条
例
等
に
基
づ
い
て
指
定
し
て
い
る
４
か
所
と
、 

類
似
す
る
施
設
３
か
所
を
、
農
村
公
園
と
し
て
管

理
し
て
い
る
。

問
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
市
内
で
急

傾
斜
地
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
何

か
所
あ
り
、
千
葉
県
が
行
う
事
業
計
画
は
あ
る
か
。

答
急
傾
斜
地
危
険
区
域
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
８
か

所
指
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
千
葉
県
が
事
業
主

体
と
し
て
、
海
上
地
区
見
広
で
事
業
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
10
議
案
に
つ
い
て
、
議
案
第
１
号
、
第

８
号
、
第
９
号
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
全
員

賛
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

議
案
第
１
号

平
成
31
年
度
旭
市
一
般
会
計
予
算
の
議
決
に
つ
い
て
の
う

ち
、
本
委
員
会
所
管
事
項
に
つ
い
て

問
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
利
用
助
成
事
業

の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
利
用
者
に
利
用
券
を
交
付

し
、
施
術
者
の
申
請
に
よ
り
給
付
金
を
交
付
す
る
。

利
用
券
は
月
２
枚
以
内
の
使
用
と
し
、
年
間
12
枚

以
内
と
し
て
い
る
。
助
成
額
は
１
枚
に
つ
き
１
，

０
０
０
円
分
と
な
っ
て
い
る
。

問
緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
地
区
別

の
設
置
状
況
は
。

答
旭
地
区
１
４
１
台
、
海
上
地
区
32
台
、
飯
岡
地
区

34
台
、
干
潟
地
区
20
台
で
合
計
２
２
７
台
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
12
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
、
陳
情
２
件
に
つ
い
て
、
陳
情
第
１
号
は
可
否
同
数

と
な
り
委
員
長
裁
決
で
不
採
択
、
陳
情
第
３
号
は
賛
成
者

な
し
で
不
採
択

議
案
第
２
号

平
成
31
年
度
旭
市
病
院
事
業
債
管
理
特
別
会
計
予
算
の
議

決
に
つ
い
て

問
中
央
病
院
の
看
護
師
宿
舎
の
建
設
な
ど
に
市
債
を

充
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
病
院
の
経
営
実
態
を
把

握
し
た
上
で
本
当
に
借
り
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
地
方
独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
て
い
る
中
央
病
院

の
施
設
整
備
、
機
械
器
具
の
購
入
に
係
る
借
り
入

れ
に
つ
い
て
は
交
付
税
算
入
さ
れ
、
中
央
病
院
の

経
営
上
、
利
益
に
な
る
部
分
が
あ
る
。

　
　
　
少
し
で
も
利
益
を
得
ら
れ
て
、
収
益
上
有
利
に
な

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
今
の
収
益
の
状
況
、
決
算
の

状
況
か
ら
返
済
し
て
い
け
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新

た
に
起
債
を
利
用
し
て
建
て
る
と
い
う
こ
と
も
手

法
と
し
て
あ
る
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
７
議
案
に
つ
い
て
、
議
案
第
２
号
は
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
全
員
賛
成
で
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で

採
択

常
任
委
員
会
の
審
査
議
案
や
請
願
・
陳
情
を
分
野
別
に
各
委
員
会
に
振
り
分
け
、
専
門
的
に
審
査
を
し
ま
す
。

審
査
後
は
賛
成
・
反
対
を
決
め
、
本
会
議
で
報
告
し
ま
す
。

ケブカトラカミキリムシが原因で枯れた
脇鷹（そばたか）神社のイヌマキを視察

審査の様子

多古台開発地区を視察

建設経済常任委員会
３月12日㈫ 午前10時〜

10議案の審査

文教福祉常任委員会
３月13日㈬　午前10時〜

12議案、請願1件、陳情2件の審査

総務常任委員会
３月14日㈭　午前10時〜
７議案、陳情１件の審査
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問銚子、旭、匝瑳３市で構成する東総地区広域市
町村圏事務組合が建設中のごみ最終処分場計画

地で、大量のごみが発見されたとの情報が寄せられた
が、この処分場の建設については、期限が平成32年
までの震災復興特別交付税を利用するということで、
工期に影響が及ぶのではないかと心配で、今日緊急に
質問させてもらった。担当課、市長にはこの情報は寄
せられているのか。

答区域内の樹木などを伐採していたところ、不法
投棄のごみが発見されたということで、報告を

受けている。ごみの種類は、農業用のビニール、瓦や
コンクリートの欠片などが確認されているが、総量に
ついては把握しておらず、現在調査中。
　工期への影響は多少なり出るものと想定されるが、
期間に遅れないように、処理方法などについても検討
しているところ。

　陳情第２号が本会議において採択されたことに伴う、意
見書提出の発議第１号が可決されたため、内閣総理大臣ほ
か宛てに意見書を提出しました。

会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体
への十分な財政措置を求める意見書
　平成28年に実施した総務省調査によると、自治体で働く臨
時・非常勤職員は全国で64万人とされ、いまや自治体職員の
３人に１人が臨時・非常勤職員である。
　職種は行政事務職のほか保育士、学童指導員、学校給食調理
員、看護師、医療技術者、各種相談員、図書館職員、公民館職員、
学校教育など多岐にわたり、その多くの職員が恒常的業務に就
いており、地方行政の重要な担い手となっている。
　こうした状況を受け、平成29年５月11日には地方公務員法
及び地方自治法の一部改正法が成立し、新たに会計年度任用職
員制度が導入されるなど、非常勤職員を法的に位置づけるとと
もに、職務給の原則に基づき、常勤職員との均等待遇が求めら
れている。
　来年４月の法施行に向けて、各自治体においては、任用実態
の調査、把握のほか、関係条例・規則等の改正や待遇改善に伴
う新たな予算の確保などが必要となっている。行政サービスの
質と量の維持や、臨時・非常勤職員の待遇改善、雇用安定の観
点から、次のことが措置されるよう強く要望する。

記
 
1.会計年度任用職員制度の施行に伴う、賃金労働条件の整備に
必要な地方自治体の財源を確保すること。
2.「任期の定めのない常勤職員を中心とした公務運営」の原則を
堅持するよう努めること。
 
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成31年３月19日

　３月７日の一般質問後、髙木寛議員より、緊急質問の申
し出があり、議会の同意を得て、行われました。以下、内
容の一部を要約して掲載いたします。

東総ごみ処分場について緊急質問 内閣総理大臣ほかへ意見書を提出

建設中のごみ
最終処分場

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 6 7 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20

桐　
文
夫

平
山　
清
海

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

米
本
弥
一
郎

有
田　
惠
子

宮
内　
　
保

髙
木　
　
寛

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

髙
橋　
利
彦

30工事請負契約の締結について（旭市新庁舎建設機械設備工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

31工事請負契約の締結について（旭市総合体育館屋根・外壁改修工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

 請　願
1 旭市の子どもの貧困対策の更なる充実を求める請願 不採択 × × × × × × × 〇 × × × × × 議 × 〇 × ×
 陳　情

1
「幼児教育・保育の『無償化』に係わる制度の拡充、及
び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見
書」の提出を求める陳情

不採択 × × × × × 〇 × 〇 × × 〇 × 〇 議 〇 × × ×

2
「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治
体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を要請
する陳情

採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

3 後期高齢者の窓口負担の原則1割負担の継続を求める陳情 不採択 × × × × × × × 〇 × × × × × 議 × × × ×

 委　員　会　提　出　議　案

1 会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇
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○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　退＝退席　議＝議長　※議長は採決に加わりません。

平成31年第1回定例会 審議結果一覧

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 6 7 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20

桐　
文
夫

平
山　
清
海

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

米
本
弥
一
郎

有
田　
惠
子

宮
内　
　
保

髙
木　
　
寛

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

髙
橋　
利
彦

 市　長　提　出　議　案
1 平成31年度旭市一般会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 × 〇 ×

2 平成31年度旭市病院事業債管理特別会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 ×

3 平成31年度旭市国民健康保険事業特別会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

4 平成31年度旭市後期高齢者医療特別会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

5 平成31年度旭市介護保険事業特別会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

6 平成31年度旭市下水道事業特別会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

7 平成31年度旭市農業集落排水事業特別会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

8 平成31年度旭市水道事業会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇
9 平成30年度旭市一般会計補正予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

10平成30年度旭市介護保険事業特別会計補正予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

11平成30年度旭市農業集落排水事業特別会計補正予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

12旭市森林環境整備基金条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

13旭市企業誘致及び雇用の促進に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

14旭市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

15旭市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

16旭市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

17旭市児童遊園設置条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

18旭市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

19旭市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

20旭市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

21旭市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

22
旭市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につい
て

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

23旭市社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

24旭市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

25市道路線の認定、廃止及び変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

26人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

27人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

28工事請負契約の締結について（旭市新庁舎建設建築工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

29工事請負契約の締結について（旭市新庁舎建設電気設備工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇
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6月定例会の予定
(6月5日～6月24日)

　旭市議会の定数は20名ですが、現在３名の欠員が
生じています。議員の欠員を補充するために行う補欠
選挙は、公職選挙法第113条の規定により、議員定数
の６分の１以上（本市の場合は４名以上）が欠員になら
ないと、行われません。
　そのため、今の議員数17名のままで、次の市議会
議員選挙まで活動していきます。

有田惠子議員が失職
　有田惠子議員は、千葉県議会議員選挙に立候補した
ため、公職選挙法第90条により、３月29日付で失職
しました。

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。
本会議の模様は、インターネット中継でもご覧
いただけます。

日 月 火 水 木 金 土
6/2 3 4 5

開会

6 7 8

9 10

議案質疑

11 12

一般

13

質問

14 15

16 17
建設経済
常任委員会

18
文教福祉
常任委員会

19
総務
常任委員会

20 21 22

23 24

閉会

25 26 27 28 29

旭市議会は17名のまま活動

旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
米
本
弥
一
郎

委　
員　
　
遠
藤　
保
明

委　
員　
　
平
山　
清
海

編
集
後
記

　
日
頃
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
令
和
の
時
代
が
始
ま

り
１
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。「
令

和
」
に
は
「
一
人
ひ
と
り
が
明
日

へ
の
希
望
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
時
代
で
あ
り
た

い
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
我
々
議
会
も
、
足

元
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
希
望
を
持
て
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
さ
て
、
今
号
で
は
初
の
試
み
と

な
る
予
算
特
集
ペ
ー
ジ
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
予
算
の
内
容
、
事

業
の
概
要
が
少
し
で
も
皆
様
に
見

や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る

よ
う
心
が
け
な
が
ら
作
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
「
読
ん
で
み
た

い
」
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
等
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
委
員
・
遠
藤
保
明
）

検索旭市議会  政務活動費

透明性を確保
Q．政務活動費ってなに？
A．市政に関する調査や研究を行うための調査費と
して、議員に交付するものです。

Q．いくら交付されるの？
A．旭市では議員一人あたり月１万円、年間12万
円交付しています。年度ごとに市へ実績報告をして、
使わなかった金額は、市へ返還します。
※交付金額は条例で定められているため、市によっ
て異なります

Q．どんなことに使われているの？
A．旭市のホームページから、収支報告書および領収
書の写しをご覧いただけます。（平成29年度分以降）

クリック

政務活動費の実績を公開

あさひ議会だより　第53号 16


